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図３：（a）震源位置を含む海底圧力観測点配置と（b, c）本震時（69 日目）を含む 30 日間の海底
圧力偏差時系列。（b）では、潮汐だけを補正した時系列に、モデルで推定される海洋変動成分
を重ねたものを表示した。（c）では、潮汐に加え、推定された海洋変動成分を差し引いた時系
















の発生２日前から進行した数 cm のゆっくりとした海底鉛直変位を明瞭に検出できた。 
巨大地震および津波発生ポテンシャルのある領域は、基本的に陸から遠い海溝に近い海底にあ
る。こうした海底の変動や津波をリアルタイムでモニタリングするための海底観測網は、これま
でも主に日本沖合で構築されてきた [17] が、海洋研究開発機構の DONET[18, 19] や
NEPTUNE-Canada[20]などの最新の大規模な海底ケーブルシステムでも実用的に運用されるよう
になった。この他のリアルタイムモニタリングシステムとして、海上ブイを経由し海底圧力デー







図４：海底ケーブルによる海底観測網の例。左図は海洋研究開発機構の DONET と DONET2[18]、
右図は防災科学技術研究所で設置予定の海底ケーブルシステム[24]をそれぞれ示す。 
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